
環境に俸しい ｢自然に遣る新素材｣

天然の海水か ら掠れたマqネシ7 7を主原料とする

海水マグネシア系土壌硬化剤

断 章 A

｢隣 革 亀Å｣は肥料成分の3 1を原料tLだ積頓にや士しく.宅全C3海水マJTネシ7 7系土壌硬化剤で

す｡菅の侍れた硬化特性に J叫 .肪葦対策･水田のあぜ崩落鵬止に威力を発揮し手すo

【特 徴】 

7.土に戻る

モこにある土をとG )幸手凪6 5.不苧thjれ lS自然の土に戻せさすo

現地の土の風合いを生h tL手す. 

3.施工押簡単

歯0 5 uEです｡ たい場所へ肪革名人を混ぜて散水し転圧したら出来上h J

4.ヒート7 7イ弓>ド現象G )PTI制

施工面の温唐上昇を抑えさす｡

【防革対策区とその周辺】



《施工例》
 

①【散 布】 ②【敷き均し】, ③【混合･節水･再混合】

④【転 圧】 ⑤【散 水】

【防董施工時標準添加量】

● 透水性の良い土壌の場合 70k/Z ( 50rr)gM 施工厚 : nn

(粘土買手たJさ透水性の悪い土壌の場合臥 透水性の点い真砂土や砂等を20 -30%

混合して下士い｡ )

疋施工時の留意点】

● 散水 lさ｢ 時1L/rZ )薪水｣ 0 tZ混合｣ 0 n.転庄徐G ｢ 時1L/r)を自適として下士い｡ 

(但し.土の水分にSって･混合時G )散水是lさ安勤しさす｡ )

● 散水･再混合絶l引時牌以内に _転圧を完了しこ下士い｡

● 施工時の外気温力1℃以下の場合l て下士い｡5 さ中止し '
● 施工時に降雪している場合 lさ施工をしC3いで下士い｡
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